
「日本の学生との協働作業による課題解決型学習を通じた相互学生留学体験プログラム」 
をテーマに KMUTT からの招聘学生との交流 

東京都市大学 
 
タイ・モンクット王工科大学トンブリー(KMUTT)の学部生 10 名が東京都市大学生世田谷キャンパスで

「日本の学生との協働作業による課題解決型学習を通じた相互学生留学体験プログラム」をテーマに課

題解決型学習に取り組んだ。 
 
KMUTT とは 3 年連続のさくらサイエンスプランによる交流であり、本年は、「科学技術体験コース」で

平成 28 年 12 月 4 日〜12 月 13 日の 10 日間を本学の工学部・知識工学部の研究室で主に課題解決に取

り組んでもらった。 
 
本学の工学部・知識工学部では過去 2 年間もさくらサイエンスプランに対して多くの実績を残してきて

いるが、その特徴は、招聘学生が希望する研究室で本学の大学院生の支援を得ながら課題解決に望むと

ころにある。今年は、既に研究室に配属されている学部 3 年生との協働作業も取り入れながら課題解決

に取り組んだ。 
 
本学は、工科系単科大学の時代が長く、その伝統をくむ工学部・知識工学部では研究室活動のアクティビ

ティが高く、さらに、研究室に配属された 3 年生のための研究活動を円滑にスタートさせることを目的

とした教育・実習プログラムが充実している。研究室活動は大学院生が主役となっていて、世代を超えた

連帯のもとで研究室の研究を含めた活動が行われていて、このような研究室環境は海外の学生に対して

は新鮮でかつ魅力的なものとなっている。今回は工学部・医用工学科（生体計測工学研究室）、知識工学

部・情報科学科（自動制御研究室、計算機ソフトウェア研究室、コンピュータシステム研究室、視覚メデ

ィア研究室）、情報通信工学科（通信システム（佐藤）研究室、コンピュータネットワーク（宇谷）研究

室）の 2 学部 3 学科 7 研究室の協力を得て本プログラムを実施した。 
 
研究室の配属は学生の専門性、興味を重んじて行われた。例えば、生体計測工学研究室では生体信号測

定、解析に関する課題に、計算機ソフトウェア研究室では、組込みシステムによるタイマーの設計・実現

に関する課題に、通信システム研究室では、最新の通信方式に関する課題に、学生に取り組んでもらっ

た。いずれもが専門性の高い課題であり、研究室の 3 年生との協働作業によって解決するに値するレベ

ルを担保している。 
 
12 月 12 日・14 時から成果発表会が行われた。発表会は 3 時間を超える充実したものとなった。この発

表会には学生を指導した医用工学科の京相准教授、情報科学科の横山教授、兪准教授、田口教授、さらに

は、本学の国際センターの木下講師も出席し、質疑応答も活発な発表会となった。同発表会では、出席さ

れた教員に採点をお願いし、「最優秀発表者賞」を選出した。Nitcha Pichayajarungul さんが栄誉ある

「最優秀発表者賞」を受賞した。発表会終了後、本学国際センター長の本間教授より招聘学生へ修了証が

授与された。 



 
KMUTT とは 3 年連続のさくらサイエンスプラン実施となったが、本年も成功裏のうちに終了した。

KMUTT とはこのさくらサイエンスプランの実績から交流協定（MOU）を締結した経緯もある。さくら

サイエンスプランは本学にとって、海外の大学との本格的な交流事業の第一歩となっていて、KMUTT と

も、このさくらサイエンスプランの成功を重ねることで、今後、更なる、共同教育プログラムの構築に向

けた取り組みのはずみとなっている。 
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